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相模湾初記録となるツブイボショウジンガニ
Plagusia immaculata Lamarck, 1818

伊藤 寿茂・崎山 直夫

Toshishige Itoh and Tadao Sakiyama:
First record of Plagusia immaculata Lamarck, 1818 

from Sagami Bay, central Japan.

Abstract. An sub-adult male of Plagusia immaculata (CL: 20.1 mm, CW: 20.8 mm) was 
collected from Sagami Bay (around Enoshima Island), Kanagawa Prefecture, central Japan 
in July 2018. This is the first record of P. immaculata from Sagami Bay. This should be the 
northernmost record for this species. 

はじめに

　ツブイボショウジンガニ Plagusia immaculataは
ショウジンガニ科 Plagusiidaeに属する海棲十脚類で
ある。本種は 1818年に新種記載されて以降，西はタン
ザニア，ソマリア，マダガスカル島から，東はパナマの
タボガ島，コロンビアのゴルゴナ島に至るインド洋と
太平洋の広い範囲から記録されているが（Vannini & 
Valmori, 1981; Schubart & Ng, 2000; 久保田ほか，
2013；前之園，2015），長らく日本沿岸からの記録は
なく，2010年代に和歌山県と沖縄県，愛知県から相次
いで記録されている（武田・今原，2011；久保田ほか，
2013；前之園，2015；佐藤，2016）。この度，相模湾
奥部の江の島地先において，本種の生息を確認したので，
神奈川県沿岸部からの初記録として報告する。

材料および方法

　2018年 7月 26日に，江の島地先の定置網を整備
のため陸揚げした際，その一部から離脱してきたカニ
類 24 個体を得た。これらを肉眼で簡易鑑別し，オキ
ナガレガニ Planes cyaneusとイボショウジンガニ
Plagusia squamosaに同定した後，生きた状態でプラ
ケース（150 mm× 90 mm× 80 mm）に 1～ 3個
体ずつ収容して飼育した。イボショウジンガニと簡易同
定した 7個体について，同年 8月 2日と 8月 4日に再
同定を行った。各個体の体に付着した水分を乾いたタオ
ルでふき取り，各部位を接写撮影し，その画像上で外部

形態を精査したところ，少なくとも 1個体がツブイボ
ショウジンガニに同定された。その個体を一時的に冷凍
後，解凍して，ノギス（松井精密株式会社製M型ノギス）
を用いて 0.1 mm単位で甲長と甲幅を，電子秤（株式
会社エー・アンド・デイ製コンパクト天びん EK-600i）
を用いて 0.1 g単位で湿重量をそれぞれ測定した。その
後，各部位の写真撮影を行ってから 99％エタノールに
浸漬し，神奈川県立生命の星・地球博物館に標本として
収蔵した（標本番号KPM-NH0003759）。

結果と考察

　個体の種同定に用いた形態的特徴を図 1に示す。

標　本
標本番号：KPM-NH0003759（神奈川県立生命の星・
地球博物館）
採集日：2018年 7月 26日
産地：相模湾江の島地先（神奈川県藤沢市江の島南
西 2 km沖合）に設置された定置網上（北緯 35° 17’
0”，東経 139° 27’ 50”）
採集個体数：1個体
性別：雄
甲幅：20.8 mm 
甲長：20.1 mm
湿重量：4.3 g
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図 1.　相模湾江の島地先（神奈川県藤沢市）で採取されたツブイボショウジンガニ．A，背面；B，甲（背面側）；C，胸腹部（腹面側）；
D，左鉗脚腕節（背面側）；E，右第三歩脚長節（背面側）．スケールは全て 10 mm．
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外部形態
　甲の前側縁には，眼窩外歯を含め棘状の 4歯を持ち，
額は小葉または小歯に分かれて凹凸する。目窩下縁は湾
曲して口の前縁につながる。甲の背面はやや膨らみ，鱗
状に配置された瘤状顆粒で覆われる（図 1A，B）。胸部
腹甲や腹節，尾節の外面および歩脚の下面は平滑で無毛
である（図 1C）。歩脚の長節の前縁には，末端部とその
手前に計 2本の尖った歯を持つ（図 1E）。以上の特徴
を近縁種イボショウジンガニと共有する。それらに加え
て，甲背面の瘤状顆粒の前縁は無毛または短い剛毛がま
ばらに生える（図 1B）。鉗脚の腕節上面にU字型に配
置される溝に剛毛が生えない（図 1D）。歩脚の長節上
面を縦走する浅く幅広い溝は短い剛毛がまばらに生える
（図 1E）。以上の特徴を識別の根拠として（武田・今原，
2011；久保田ほか，2013；前之園，2015），本個体を
ツブイボショウジンガニと同定した。

今後の課題

　本報告は標本に基づくツブイボショウジンガニの相模
湾における確実な記録として，現段階では初めてのもの
として取り扱うべきものであり，本種の分布の北限記録
の暫定的な更新とみなされる（武田・今原，2011；久
保田ほか，2013；前之園，2015；佐藤，2016）。一方
で，本種の外部形態は，近縁種イボショウジンガニ P. 
squamosaに酷似している。イボショウジンガニは太
平洋側で房総半島以南，日本海側で男鹿半島以南の太平
洋からインド洋に分布し，相模湾周辺海域からも複数の
記録がある（例えば，酒井，1976；池田，1981；武田，
1982；三宅，1983；池田，1994；西村；1995；萩原・
植田，1996；武田ほか，2006）。よって，既報におい
て本種として記載された画像や，登録標本の中には，精
査を経ることによってツブイボショウジンガニに再同定
される個体が含まれる可能性がある（成瀬，2010；前
之園，2015）。今後，既存標本の精査が進むことにより，
本種の分布の北限が修正されることもあり得ることを付
記する。
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